
○期 日 ８月２９日（月） １４：１０～

○講 師 脇田 哲郎 氏

（福岡教育大学大学院

教育学研究科教職実践専攻 教授）

○会 場 パレット市民劇場

※実施要項・参加人数等の詳細に関しましては、７月21日

付のデスクネッツに掲載しております。

参加者名簿提出は、８月12日（金）迄にメールで研究所

（宮里）までご提出願います。

７月中旬より授業実践講座と電子黒板活用講座が始
まりました。８月・９月も、先生方の教育活動の充実
を図るためのサポートを行うために、左記のような講
座を実施いたします。各学校より多くの先生方のご参
加をお待ちしております。各講座に関しまして、参加
ご希望の先生方がいらっしゃいましたら、研究所まで
ご連絡いただければと思います。
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所長 儀間 稔

１日 (月) 第7回 初任者研修（宿泊研）

２日 (火) 第8回 〃

３日 (水) 第9回 〃 （糸満青少年の家）

５日AM (金) 数学科授業実践講座（研究所）

５日PM (金) 電子黒板活用講座【中】（金城中）

８日AM (月) 第6回 教職10年経験者研修（厚）

８日PM (月) 第7回 教職10年経験者研修（厚）

９日 (火) 教職10年経験者研修【社会体験】

12日 (金) 第8回 教職10年経験者研修（厚）

18日 (木) 第2回 教職５年経験者研修（厚）

22日 (月) 標準学力課題改善研修会【中】（厚）

23日 (火) 標準学力課題改善研修会【小】（厚）

24日 (水) 第3回 指導教員等連絡協議会

29日 (月) 学力向上に係る研修会(ﾊﾟﾚｯﾄ市民劇場)

9月1日 (木) 第10回 初任者研修【模擬授業研】

５日 (月) 学級づくり講座Ⅱ（研究所）

６日 (火) アクティブ・ラーニング講座（研）

26日 (月) 授業づくり講座Ⅱ（研究所）

28日 (水) 第106期 研究員 成果報告会（厚）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

所
長

儀

間

稔

八
月
に
入
り
、
各
学
校
・
園
で
は
、
校
内
・
園
内
研
修
等
で
、
充
実
し
た
夏
休
み

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
教
育
研
究
所
で
も
、
先
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
法
定
研
修
、
経
年
経
験
者
研
修
、
授
業
実
践
講
座
等
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
修
等
が
、
一
学
期
後
半
か
ら
の
授
業
実
践
に
活
か

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
那
覇
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
那
覇
市
教
育
情
報
化
推
進
計
画
」
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
研
究
所
で
も
、
十
年
経
験
者
研
修
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
の
選
択
研
修
を

取
り
入
れ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
講
座
、
電
子
黒
板
活
用
講
座
、
情
報
教
育
担
当
者
研
修
会
を

実
施
し
、
先
生
方
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
等
で
得
た
知
識
や
技
能
は
、
是
非
、
校
内
で
も
伝
達
講
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
全
体
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
授
業
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

の

現

状

】（
那
覇
市
教
育
情
報
化
推
進
計
画
よ
り
）

教
材
研
究
、
指
導
の
準
備
、
評
価
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
教
員

小
学
校
（
九
一
・
三
％
、
中
学
校
八
四
・
三
％
）

授
業
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
展
開
が
で
き
る
教
員

小
学
校
（
八
六
・
〇
％
、
中
学
校
七
九
・
一
％
）

児
童
生
徒
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
指
導
で
き
る
教
員

小
学
校
（
七
五
・
二
％
、
中
学
校
六
七
・
一
％
）

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
】

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
ツ
ー
ル
で
す
。
使
用
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
授
業
そ
の
も
の
が

う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
す
。
意
図
を
明
確
に
も
っ
て
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
効
果
的
に
活
用
す
る
事
が
大
切
で
す
。

〔
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ふ
り
か
け
説
〕
兵
庫
教
育
大
学

森
山
潤
教
授

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
あ
く
ま
で
「
ふ
り
か
け
」。

・
ご
飯
の
ま
ま
で
は
食
べ
に
く
い
子
ど
も
も
い
る
。

・
そ
ん
な
時
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
「
ふ
り
か
け
」
を
か
け
る
こ
と
で
ご
飯
が
食
べ
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

食
べ
さ
せ
た
い
の
は
ご
飯
で
あ
る
。

・
当
然
ご
飯
が
炊
け
て
い
な
け
れ
ば
「
ふ
り
か
け
」
を
か
け
て
も
お
い
し
く
な
い
。

・
重
要
な
事
は
子
ど
も
の
実
態
に
即
し
、
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
と
い
う
「
選
択
肢
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

【

電

子

黒

板

】

○
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
設
置
場
所
は
教
室
で
す
。
や
む
を

得
ず
教
室
外
で
保
管
し
て
い
る
場
合
は
、
常
に
活
用
し
や
す
い
場
所
（
方
法
）
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

【
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
】

○
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
デ
ジ
カ
メ
、
実
物
投
影
機
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
効
果
性
を
考
え
て
積
極
的
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
基
本
的
に
は
「
提
示
」「
共
有
」「
評
価
」
で
活
用
し
ま
す
。
各
教
科
等
の
特
性
に
応
じ
て
活
用
し
ま
す
。

○
教
育
研
究
所
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣

事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
個
人
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
す
る
場
合
は
、
管
理
職
に
き
ち
ん
と
報
告
・
連
絡
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。


